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国際政治 III レポート試験課題 
 
以下の①～③の問題から 1 問選び、講義をふまえた上で、3000 字から 5000 字程度（上限
なし）でレポートを執筆しなさい。なお、他者が執筆したものを参照した箇所については必
ず注を入れて、文献情報を明記すること。また、作成に当たっては、図書に加え、Google 
Scholar、大学図書館のデータベース・Discovery Service などの活用を推奨します。大学図
書館のデータベースの多くは学外からも利用できます。 
 
① 国際政治学における３つの分析レベルについて説明した上で、近年の米中関係、日韓関

係、米ロ関係（その他の関係でもよい）など具体的な 2 国間関係に適用して試行錯誤し
ながら分析しなさい。 

② 国際規範がどのように誕生・普及し、またそれが国家の行動にどのように影響を与える
のかについて、具体的なケース（安全保障、人権、人道、貿易、開発、地球環境など）
に言及しながら論じなさい。 

③ プライベート・ソーシャル・レジームがグローバル・ガバナンスにおいて果たす役割と
限界について論じなさい。 

 
【解説】 
授業の配付資料に書かれてある内容を、断片的に並べて書く人が少なくないですが、体系的
な理解と内容のまとまりがないと、よい評価は得られません。自分自身のオリジナルな分析
も加えることで高い評価となります。 
 
 


